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東松浦半島(上場台地)施設園芸集積地区における農業経営と青年農業者
小林恒夫
佐賀県唐津市松南町152-1 佐賀大学海浜台地生物環境研究センター
The Characteristics of Agricultural Management and Young Farmers at the Village 
where Horticulture accumulates in“日igashi-MatsuuraPeninsula" 
Tsuneo KOBAYASHI 
Coastal Bioenvironm巴ntCenter， Saga Univ巴rsity，
152-1 Shonan Cho， Karatsu， Saga 847-0021 Japan 
要約
東松浦半島(上場合地)の農業の特徴は、施設園芸と畜産の集積である。そこで本稿は、本半島にお
いて施設閤芸農家が最も多く集積・形成されているA集落の農家悉皆調査を行って、施設園芸経営の今
日的特徴と、そこにおける青年農業者(農業後継者)の定着状況を検討したものである。あわせて少数
事例ではあるが畜産経営に関しでも同様の検討を行った。その結果、本半島における施設国芸の2大部
門の 1つであるハウスミカン栽培は1970年代の比較的早い時期から取り組まれ、栽培技術と経営の安
定化の結果、今日ではその後継者として多くの青年農業者が残る部門となっている。しかし現在、経済
不況のなかで、これまでとは異なり「量より質j を重視した栽培技術と経営管理の向上が求められるに
至っている。一方のイチゴ栽培はむしろ1990年代以降の比較的新しい時期に普及・拡大傾向を示し、 U
ターン青年が新たに始めるなど、将来的にも新規就農青年が比較的取り組みやすい部門となっている。
他方、2j豆半島では資産経営でも規模拡大が進み、絶対的には少数だが、この部門でも確実に青年農業者
が確保・育成されている。しかし、以上のような施設型経営の前進的傾向の一方で、負債開題や環境問
題も顕在化してきており、これらの諸問題が今まさに地域的課題として提起されようとしている。
Summary 
Many horticulturモ managementand animal husbandry accumulate in “日igashi-Matsuura
Peninsula" at Saga Prefecture. But the characteristics of these conditions are not studied 
ciearly yet. So I tried to find out it by the field survey at the typical village where horticulture 
management and animal husbandry accumulate in this peninsula. The results of this survey are 
as follows. 
(1) The production of greenhouse mandarin has started at fast 1970s. And now it increases 
As the result， many young farmers are engaging in this agricultural sector. But now in econom国
ic depression this sector has strict situation because of the decrease in demand. 
(2) The production of strawberry has started after、1990s.And now this agricultural sector 
became one of the attractive sectors for many young men at the farm households. As the result 
many young farmers are engaging in this agricultural sector two. 
(3) The characteristic of the animal .husbandry at “Higashi-Matsuura Peninsula" is the large 
scale. As the result， the environmental pollution of waste of animals happened. And now this 
problem became one of the strictest issues in this region. 
キーワード (KeyWords) 施設題芸 (Horticuiture)、畜産経営 (AnimalHusbandry)、青年農業者
(Young Farmers)、畜産環境問題 (Pollutionof Waste of Animals) 
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資料:農業センサス。
註 1:上場合地とは呼子町、鎮西町、玄海町、肥前日Iの4町である。
註2:施設野菜と施設果樹の面積には呼子町は舎まれず(秘匿のため)。
1 .程的一一一東松浦半島における施設窟芸経営の今日
的特徴と青年農業者の定着メカニズムの解問一一
佐賀県東松浦半島、すなわち上場台地における
今日の農業展開の特徴の lつは、施設国芸と大家
畜経営の集積である(註 1)。そのうち施設関芸
の集積状況を示したものが表 1である。まず県
内における上場台地の施設関芸農家数割合が
1970年の2.3%から2000年には5.7%へ増加し、
また施設面積の同割合が同年間に 1.2%から
6.8%に増加し、施設闘芸農家およびその面積が
上場台地に集積しつつある傾向を確認することが
できる。また、上場台地の 1戸当たり施設面積は
1990年までは県平均以下であったが、 1995年以
時規模拡大が進み、 2000年には県平均を上回る
に歪り、上場台地の施設園芸は質量ともに拡充し
てきていることが分かる。こうして、上場台地は
県内では施設圏芸の後発産地として出発したが、
1970年代以昨規模拡大が進み、今日では費量と
もに県内の有力産地に成長したと見ることができ
る。
次に、施設鴎芸の中身であるが、表1において、
施設野菜、施設果樹ともに上場台地における農家
数と面積の割合が増加しており、上場台地に施設
野菜と施設果樹が集積していることが分かる。た
だ、集積の勢いにはこの2つの部門で若干の違い
が認められる。すなわち、施設野菜は農家数・間
積ともその割合が増加し、上場台地への集積傾向
を示しており、特に 1990~2000年において 1
当たり施設面積が県平均以下から県平均以上lこ変
化したことが注目される。一方、施設果樹は農家
数の集積傾向は弱いが、 l戸当たり面積を増加さ
表1 上場台地における施設国芸の震関
施設面積
県計 上場台地上場シヱ
A B B/A 
1970 3，176 38 1.2 
1980 46，493 1，482 3.2 
1990 104，606 5，272 5.0 
2000 131，660 8，937 6.8 
81，091 2，546 3.1 
2000 88，101 ヰ，251 4.8 
????
??
? ? ? ? ?
?
?
?
?
????? ??? ? ?
?
?
??
?
???
2，601 
4，145 
8.7 
9.7 
せてきているため面積割合の増加は明確である。
ただ 1戸当たりの面積は増加して県平均に近づい
てきているが、まだ若干の差が認められる。それ
は上場台地の東部に位置する浜玉町が全国に冠た
るハウスミカン産地であることから、それへのキ
ャッチアップは容易ではないからである。
では次に、こうした施設園芸の集積傾向の中で、
特にその典型的地区はどこかを見ておきたい。表
2に上場台地4国Iの施設野菜と施設果樹の動向を
旧村別に示した。ここから、まず411Tの中で施設
野菜、施設果樹ともに玄海IsTが農家数、面積とも
に最も多く、また!日村別に見ても玄海ITの有浦村
が施設野菜と施設果樹の最も多い地区であること
が分かる。さらに 1 当たりの面積でも、有浦村
は施設果樹で最大、施設野菜で2番目に大きい。
なお施設野菜の l戸当たり面積の最大地区は同じ
玄海町内の髄賀村だが、イヨ浦村とほとんど差はな
し、。
以上から、上場合地において施設野菜および施
設果樹が最も多く集積している地区として玄海町
有浦村を挙げることができる。そこで本稿は、上
場合地農業論の一環として、この有浦村、さらに
その中でも施設園芸の集積が著しい典型的な集落
における農家実態調査を通じて、上場台地の施設
園芸農家の実態とその特徴を実証的に明らかにす
ることを目的とする。とりわけ専業的な施設園芸
経営の今日的特徴と青年農業者の定着メカニズム
の2点に主fj民を置き、東松浦半島の農業の性格付
けと将来展望をめざす。
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表2 上場合地における施設野菜と施設巣樹の!日村別分布
施設野菜 施
栽培面積(a) 栽t音盤家数(戸) 栽培面積(a)
1990 2000 1990 2000 1990 2000 1990 2000 1990 
察室十 81.091 88.101 3.730 3.732 29.807 42.538 966 960 21.7 
肥前町言十 811 1.286 41 54 426 966 18 26 19.8 23.8 23.7 37.2 
入野村 898 . 35 . 111 4 25.7 27.8 
切木村 . 387 . 19 . 855 . 22 20.4 38.9 
玄海陸T言十 957 1.772 42 61 1493 2.631 54 55 22.8 29.0 27.6 47.8 
有浦村 880 . 29 . 1，932 38 30.3 50.8 
{重宝霊村 744 . 24 . x 15 31.0 x 
切木村 . 149 . 8 . x . 2 18.6 x 
鎮蕊附言十 704 1.193 48 48 682 548 25 16 14.7 24.9 27.3 34.3 
名護農村 350 . 14 . 13 3 25.0 4.3 
打上村 . 843 . 34 . 535 . 13 24.8 41.2 
呼子町言十 74 x 6 B x 12.3 x x 
資料:幾議センサス。
註…は項目なし、ーは該当なし、 xlま秘匿のためデータなし。
表3 A集藩の農家・農業の推移
'w-l~I..!_L.・/、 ι阜、，~，、/、.，
1960 1970 1980 1990 2000 
~!';:三佐 官弔問問円 59 29 19 ( 19) 18(17) 18 (15) 
jfを家数
2おF51I穣積兼支配業 11 30 
31 26 19 
17 19 21 18 18 
JI三W~家数(総戸数) 16 (94) 29 (100) 30 (92) 32 (91) 
7)<ITI 4.937 4.850 4.833 5， 564 5，259 
経営利|地面積 :.l11l 3，816 1，660 2， 138 1.331 1.598 
果樹閑 1.101 5，220 6，357 3. ，136 2.343 
保有山林i市街(成家林家のみ) 6，930 6. 100 日.200 5.900 5、200
五百 4. 789 4，850 4.191 4.461 3，433 
作物綴類月1) し、もう@i 1.912 660 331 194 7 
収穫i泌総 野菜類 886 550 660 334 272 
飼料用作物 400 840 458 
施設馬君主主 jl主家数 10 33 33 
ノ¥ウス而平点 116 956 1，605 
飼養jl芸家数 手LJ日斗二 i i 1 
干支i勾mLI二 72 22 6 2 l 
品百f1主 40 26 13 10 
J~~J獲物j坂売額 路地野菜作 2 3 
1イ')iの昔日r"l刃IJ 方仮設野菜 12 
)2~家数 *1主Hlf~ 18 29 6 26 
酪i主 1 1 1 
肉Jf]や 3 2 I 
五百w 7 7 9 
1トド‘ 施設野菜 12 
I従業経営組織別 '*総tJlヨ 4 18 
!己主家数 霞各ji2 1 1 1 
_U割r}.fJ_全一一一一一一一一 _ _ーーーーーー ーーーー__.曲世__ 2 2 i 
複合給公 (うちま制1一一総合) 48(29) 30 (21) 12 (8) 
100フゴi司オミI01万1](円うちま1&で~/éなし) 54 ( 1) 54 ( 7) 23 ( 7) 14 ( 7) 14 (2) 
jEをj)1~4勿!!反ヲ三 100 ~ 30 22 21 11 6 
金額別JL!J:~ぷ数 300 ~ 500万円 2 17 8 2 
500 ~ 1000万円 9 13 9 
1000~1500万円 10 8 
1500~2000万円 2 6 
20007ゴF"J0-.1二 4 10 
0.5ha三{ミYl:l.j 14 11 8 6 3 
経営耕地規模別 O. 5~ 1. Ohaまで 25 11 13 9 11 
JE:土家数 1. 0~2. Oha 44 33 14 24 20 
2. 0~3. Oha 7 19 26 11 15 
3. 0~5. Oha 4 10 9 6 
f干入:11地のある 成家数(うち水田) 22 ( 19) 27 (23) 10 ( 8) 16 ( 14) 
Im"'tl (うち水凶) 473(375) 1063(370 618(404) 715 (525) 
耕作放楽地のある jEi家数 4 37 22 
面積(うち以前が問) 43 (10) 1852 (・・・) 1150 (l 07) 
;fijf持機・トアクター 討卜10 討会78 54・28 29・53 15・53
f8植機 10 30 44 
総作機械所有台数 パインダー 38 18 6 
(個人+共符) [3)民主主コンパイン 22 43 44 
米麦周乾燥機 32 64 40 32 
動力1?J5除機 104 107 74 59 
米乾燥・調製作業 民家数 42 35 
を言Jiけ負わせた 街I務k 3515 
j民家人口 男 257 211(44) 193(49) 165 (32) 164 (33) 
(うち 15~29歳) E正 291 243 (43) 211 (56) 169 (32) 1 fi8 (32) 
農業従事者数 PJ 123 100 109 
-/;( 1，17 93 98 
fi坊主就業人口 男 105 96 (24) 78(19) 64 ( 7) 71 (12) 
(うち 15~29歳) 七二 141 123 (30) 93 (22) 75 ( 5) 77 (10) 
基幹的1食業従事者 g~ 100 91 71 56 58 
数 女 93 89 67 53 50 
換業専従者数 ~ 82 (23) 65 (16) 55 ( 6) 54 ( 8) 
(うち15~29歳) -/;( 82 (30) 63 (17) 50 ( 2) 46 ( 1) 
際業専従者のいるJ!~主家数 49 43 
資料・ 1960年は ~1960i:j三!1 t界jA林業センサス結果報告 [2J }L~ :i!支調査集務踊Jl (佐賀 L与し)、 1970~2000{ドは段
業センサス集務カードおよびfiZ業集終局IJ一覧表。
政 1 ーは~rqjさのないもの、一・か~+lNtlは攻長!なし、不明、あるいは秘IJてのもの。
注 2 2000:4三の保有r.Lr林fl'i砧はデータ欠如につき1995年データを充てている。
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2. A集活の欄況
一一上場合地で最大の施設園芸集積集落一一
表出は避けるが、農業センサス集落カードによ
って13有浦村の中で最も施設園芸が集積している
集落を探すと、それはA集落であることが分かる。
そこでA集落の農家・農業の推移を表3に示し
た。表からA集落の特徴として以下の諸点が指摘
できる。
まず2000年において集溶の農家数は55戸と総
数の過半数 (60.4%) を占め、また農家の中
で専業農家が18戸と農家総数の約 3分の l
(32.7%)を保持しており、なかでも男子生産年
齢人口のいる専業農家数が15戸と専業農家の大
半を占めている。こうして、 A集落が農家らしい
農家の多い農村集落であることが分かる。
経営耕地の内訳を見ると、 1970年と80年には
樹霞i地面積が著しく増えて水間面積を超え最大地
自となり、露地ミカン産地としての性格を強めた。
しかしその後、樹問地面積は激減し90年以降は
水田面積を下回るに至り、かつての露地ミカン産
地としての面影は薄れた。 90年と2000年に耕作
放棄地面積が1，000haを超えているが、その大半
はこのときに放棄されたミカン間と考えられる。
作物としては、かつて一定面積栽培されていた
イモ類は消滅し、野菜は激減した。また1980年
ころには増加した飼料用作物面積もその後は減少
傾向にある。それは後述のように離農が濃厚飼料
依存型に変容していった結果である。
一方、施設閤芸の展開はめざましい。施設園芸
農家数が増加し2000年には33戸と集落農家総数
の6部に達し、面積も急明し、こうしてA集落は
かつての露地ミカン産地から施設園芸産地に変身
した。
上場台地ではかつては耕転・運搬を牛に依持し
ていたため1960年頃までは大半の農家が役牛を
飼っていたが、 70年以降の耕転機の普及により
役牛は激減し、それに伴って肉用牛餌養農家も激
減した。ただその過程で肉用牛頭数を拡大して専
業化した畜産農家だけが残り、今日では l戸、多
頭飼育の肉用牛農家が存立しているのみである。
また一方で酪農家が1戸出現し、この農家も多頭
経営として独自の路線を歩んで、いる。なお両者に
ついては改めて後述したい。
以上のような農業展開の結果は、農産物販売額
l 位部門加農家数等に現れている。すなわち、最
も多いのは 1位部門が果樹類の農家で26戸だが、
これは後述するようにハウスミカン主体の農家で
ある。 2番目に多いのが施設野菜の12戸で、こ
れはイチゴ栽培農家である。そして酪農家と肉用
牛農家が1戸ずつ存在する。さらに l位が稲作の
農家が9戸、 l位が露地野菜の農家が3戸である。
一方、経営組織別に見た場合は、果樹類単一が
18戸、施設野菜単一が2戸で、酪農単一と肉用
牛単一が1戸ずつ。そして稲作単ーが9戸である。
また複合経営が12戸と少なくない点も考慮しな
ければならない。以とから、 A集落には果樹類
(ハウスミカン)と施設野菜(イチゴ)を主体と
する施設関芸農家が多く、また大規模な離農と肉
用牛経営がl戸ずっと、更には稲作と露地野菜作
を組み合わせた零細農家の一群が存在することが
示唆される。
農産物販売金額別農家数の推移も今日における
A集落の農家類型の特徴を傍証している。すなわ
ち、一方で100万円未満の農家数が14戸と多い
のは、稲作と露地野菜作を組み合わせた零細農家
の滞留を示しており、また他方でその対極lこ2千
万円以上の農家数も 10戸と少なからず形成され
ているのは、ハウスミカンやイチゴを栽培する施
設園芸農家と畜産農家であると推測される。
経営耕地面積において規模拡大する農家の動向
は全体的には見られない。それは施設型農業の性
格からきている。また借地面積において変化が認
められないのも同じ要因と考えられる。
労働力面を見ると、 1990年までは確かに各農
業労働力数が減少してきたが、 2000年にかけて
は 15~29歳の農家人口は維持され、若手も含め
た農業従事者数、また男子基幹的農業従事者数、
さらには 15~29歳の男子農業専従者数が微増し
ており、この間、 A集落の農業労働が強められた
ことが示唆される。
3. A集落における土地改良事業と施設化の進展
A集落の民家は玄界灘に流れる小川が切り刻ん
だ小谷の両側の狭い土地の斜面に形成されてい
る。 A集落の農家が持つ水毘の一部は、この小川
の周辺の民家の近くに存在するが、大半の水田は
谷を登った台地上にある。また畑と樹園地の大半
もこの台地上にあり、これらの畑と樹留地は自宅
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から数キロ離れている。
表4にA集落の農家の岡場整備状況を示した
が、これはA集;搭の農家だけが対象となった事業
に限られており、他集落の農家と一緒に行った事
業は含まれていないため、 A集落の農家の闘場整
備事業全てを示したものではないが、大半の事業
は含まれていると判断して掲載した。ここからA
集落では台地上および主主筋の水田を中心とした|首!
場整備が行われ、延べ60戸の農家の15haを超え
る水田の基盤整備が進められたことが分かる。
しかし、水田の基盤整備は一定程度進んだが、
谷筋の水田の多くは棚田であり、 2000年度には
38戸よりなる 14haの傾斜1/20以上の急傾斜水|丑
において集落協定が締結され条件不利地域補償が
なさj工た。
他方、かつて露地ミカンは台地上のミカン闘を
中心に各種の補助事業を利用して次々に施設(ハ
ウス)化され、また台地上の水田にはイチゴ栽培
用ハウスが建てられ、今日では表紙写真2のよう
に、 A集落に隣接する台地上には多くのミカン用
ハウスとイチゴ用ハウスが見られる。
こうしてA集落においてミカンとイチゴの施設
化がなされてきた要因として、 1つは日本の高度
経済成長に支えられた1970年代以降のイチゴと
季節はずれのミカンの需要の拡大という市場条件
の変化であり、もう 1つは、東松浦半島(上場台
地)における悶営農業水利事業による新規農業用
水の調達である。国営農業水手iJ事業の詳細は別稿
(註2)を参照していただくとして、これまで農
業用水の安定的確保に苦労してきたA集落の農家
の耕地の大半が立地する台地上において新規農業
用水の確保が可能となりハウスミカンとイチゴの
栽培における人工的コントロールの可能性が高ま
ったため、それらの栽培面積の拡大が加速された
のである。
表4 A集落農家の県営熔地帯総合整備事業実施状況
換地処分 受益 地自民実施酷積
(予定)年次 農家数 水田 i!B 
(年) (p) (a) (a) 
2000 15 356 6 
2001 33 897 。
2002 12 297 一
2004 4 一 147 
計 64 1，550 153 
資料:町役場資料。
註 :A集落のみの農家が受益者となった事業のみ。
4. A集落における農家類型-4類型一一
そこで、このようなA集落の農家および農業経
営の実態を見るために2001年5月に集落の農家
の悉皆調査を実施した。その結果、 A集落の農家
には大きく 3類型が存在することが判明した。最
も多いのハウスミカンを経営する農家類型で、
22戸が確認された。表3のセンサス集落カード
では2000年で果樹類単一経営が18戸とあるよう
に、これらの農家のほとんどはハウスミカンを農
業経営の中心に据えている専業的な農家と見られ
る。また、 2番目に多い農業専業的な農家類型は
イチゴ経営農家であり、 12戸が確認される。表
3の集落カードで2000年の施設野菜農家12戸が
これに当たる。もう lつの農業専業的な農家類型
として畜産経営が2戸惇在する。 1戸は子取りと
肥育の一貫経営を行っている肉用牛経営であり、
もう 1戸は乳用牛経営である。そして4番目の類
型は、農タト兼業を中心とする第I種兼業農家ゃあ
とつぎ他出の稲作単一の高齢専業農家、あるいは
零細な自給的な問畑作農家や女性 l人の忠給的農
業生産農家など、農業生産を世帯再生産の中心に
据えていない多様な農家群である。
以上の4類型は、東松浦半島の農業の特徴をよ
く示している縮図的存在ということもできる。そ
れは、分厚い施設園芸の形成と少数の大規模膏産
経営の存住を端的に示しているからである。また
同様に、東松浦半島においても他方で同時に兼業
化や高齢化が着実に進行している事実を示してい
るカミらである。
そこで改めて表5に上記4類型別にA集落にお
ける農家の同居直系世帯員の就業状況を示した。
ここから以下の諸特徴が指摘できょう。第1点は、
A集落には認定農業者が多いことである。総農家
55戸1:1:)4割を超える24戸に認定農業者がし、る。
これほど分厚く認定農業者がし、る集落も珍しい。
農家類型においてはハウスミカンとイチゴ経営に
はほとんど認定農業者がいる。また畜産農家にも
いる。第2点は、それと関わって、若手農業者が
多いことである。農業就業のみの40歳未満の男
子が14人もいる。つまり A集落の農家の4戸に
1戸に彼らがし、ることになる。なお彼らはハウス
ミカン農家の27%に、イチゴ農家には58%に存
在することを見ると、ハウスミカン農家よりもイ
チゴ農家のほうが後継者の定蒼率は高いように見
表
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?? ? ??
える。なお彼ら青年農業者については改めて後述
したい。第3点も、以上のことと関わっているが、
ハウスミカンとイチゴを経営する農家では少なか
らずの雇用が導入されていることである。雇用の
ない施設問芸農家もあるが、麗用を導入している
農家の4割は延べ100人を超える腫用を入れてい
る。雇用は全て臨時躍いであり、年麗を入れる農
家はいなかったが、相当数の雇用が必要とされて
いることは注目に値する。
次いで、A集落の農家の農業経営の概要を表6に
示した。ここからは以下の諸特徴が指摘できょう。
まず第 lに、ハウスミカンにおいてもイチゴに
おいても施設の面積規模がかなり拡大してきてい
る。ハウスミカンについては、 1番農家の面積規
模が140a~こ達しており特別に大きい。また半数
が60a以上の規模をもっている。平均規模も62a
と表2に見るように東松浦半島の中でも l戸当た
りの施設果樹面積の大きい玄海町平均の47aや、
その中でもそれがさらに大きい有浦村平均の51a
をも上回っており、 A集落の施設果樹(ハウスミ
カン)は東松浦半島の中で農家数が多いだけでな
く1戸当たり施設面積が最も大きい集落だといえ
る。しかし同時に、 140a規模の大規模経営から
30a規模の小規模経営まで、規模格差が大きい点
も特徴であり、ハウスミカン経営といっても経営
内容には格差があることに注意しなければならな
い。一方、イチゴ経営のほうも、 40aを越える比
較的大規模な経営も形成され、また全体的にも面
積規模拡大が進んできているといえるが、平均
33aは五海町平均の29aやその中の有浦村平均の
30a水準と大差ない。これは人集落のイチゴ栽培
の歴史が浅いことによるものと推測される。
第2に、ハウスミカン経営もイチゴ経営も経営
の中心であるミカンやイチゴの販売金額割合は、
聞き取った農家においては9割を超えており、単
一経営としての性格が強い。ハウスミカン経営も
イチゴ経営も農家はほとんど全てが同時に稲作も
行っているが、稲作面積規模が概して零細である
ため、勢いこれらの施設経営に傾斜してしまうこ
とに起因している。このような傾向は畜産経営で
も同様であり、むしろ畜産経営のほうが著しい。
なお、このような傾向はA集落に限ったことでは
なく、東松浦半島の農業経営に共通する傾向であ
る(註3)。
5. A集落における4鰭型の農家の農業経営
( 1 )ハウスミカン栽培農家
A集穫は東松浦半島におけるハウスミカン栽培
の発祥の地である。表3で見たように、 A集落で
は1960年代のミカンブームの時期に台地上の丘
陵地が開墾されてミカン畑に一変し、「辺り一面
ミカン畑j という状況を皇していた。しかし、
1968年、 72年のミカン価格暴落を機に、浜玉HIT
や庸津市鏡地区では露地ミカンのハウスミカンへ
の切り換えが進められていった。そのような動向
を察知した1番農家の当時の経営主(現在の父78
歳)は、 78年に東松浦半島で最初に9aのハウス
ミカン栽培を開始した。翌年にはハウスを隣接ミ
カン圏にも広げ計15aとし、良い成績を上げた。
なお当時l番農家はハウスミカンを浜玉町の農協
ノレートで出荷していた。その様子に刺激されて、
80年には東松浦半島=上場農協管内でも 1番農
家以外にハウスミカン栽培を始める農家が7名に
増え、当地の農協(上場農協)内にもハウスミカ
ン部会ができ、当農協からの独自出荷が始まった。
しかし、このときまではA集落内のハウスミカン
農家はまだ 1番農家1戸にとどまっていた。翌81
年になり、 A集落内でもハウスミカン栽培を始め
る農家が3戸現れ、その後は東松浦半島ではA集
落を中心にハウスミカン栽培を始める農家が続出
し、ついに今日、 A集落は本半島におけるハウス
ミカンの発祥の地であるだけでなく、本半島で最
もハウスミカン栽培農家の密度の濃い、ハウスミ
カン集積地区となるに至った(註4)。
さて、しかし、今日ではA集落においてもハウ
スミカンの栽培農家の顔ぶれはほぼ確定し、新た
にハウスミカン栽培を始める農家は見られない。
またハウスミカンの栽培面積もほぼ頭打ち状態と
なった。今日の経時不況の下でハウスミカンの販
売は苦労しているが、その対応策として当農協で
は2004年度にミカン選別に光センサー付き選別
施設を導入予定と聞く (註5)。このような状況
を見ると、 A集落に眠らないが、ハウスミカン栽
培は、いよいよ「量から質」の時代へと移行し、
栽培技術のみならず販売戦略が重視される時代に
入った。その意味で、後述するように、 A集落に
は青年農業者が数多く存在するが、彼らにはこれ
から施設園芸の生産技術のみならず販売戦略およ
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ぴそれに関わる高度な経営管理がよりいっそう求
められることになる。また、このことが本半島の
農業経営のこれからの重要な課題の 1つになると
考えられる。
(2)イチゴ栽培農家
表7にイチゴ栽培農家のイチゴ開始年と後継者
(青年農業者)のイチゴ栽培への参加状況等を整
理した。
A集落のイチゴ栽培の歴史は浅く、多様な模索
の結果としての選択の 1つとして存在する。現夜
のイチゴ農家の中で、最も早くからイチゴ栽培を
行っていた農家は24番農家と32番農家である。
24番農家は当時の主要品種のホウコウワセから
の栽培経験を持っているが、その他の9戸の農家
のイチゴ栽培開始時期は平成以降であり、品種的
にもトヨノカからである。そして近年そのトヨノ
カもサガホノカに取って代わられた。またA集落
のイチゴ農家は必ずしももとからのイチゴ農家で
はなく、キュウリ・ナス栽培から転換したり
(28番農家)、メロン・トマト栽培から転換した
り (34番農家)、あるいはかつてはハウスミカン
農家だったり (23番農家)というように、いろ
いろな施設園芸の試みの結果、選択の 1っとして
現在イチゴに辿り着いたという経緯を持ち、品
目・品種の変動過程を動態的に見なければならな
また、 A集落のイチゴ栽培は後継者(青年農業
者)の新規就農とセットで開始される場合 (23，
26、30番農家)も少なくない。しかも、これら
3農家の後継者はUターンと同時にイチゴ栽培を
始めている。というより、イチゴ栽培を始めるた
めにUターンしている。その他の後継者は親が始
めたイチゴ栽培を受け継いでいるが、親がイチゴ
を始めてから後継者がそれに参加するまでの期間
は比較的短く、 29番農家などは後継者のUター
ンを期待して親がイチゴを始めたといってもよ
~ ) 0 こうしてA集落のイチゴ栽培は後継者(青年
農業者)が新規就農ずる場合に開始しやすい部門
となっていると見られる。それは、イチゴ部門が
技術的に、あるいは資金的に後継者(青年農業者)
が比較的新たに開始しやすい条件を備えているか
らであると考えられる。とするならば、イチゴ部
門は本半島でも今後とも後継者が新たに始める農
業部門として注目されていくものと推測される。
表7 イチゴ栽培の開始年と後継者(青年農業者)の参加状況
農家ハウス開始年イチゴの前の 後継者のイチゴ栽培 後継者がイチゴ栽培に参加
番号 面積 主要作物 への参加状況 するまでのイチゴ栽培年数
23 50 1991 1¥ウスミカン 1991年(::Uターンして開始
24 45 1982 1989年!こUターンして後継
25 42 1990 1997年に新規学卒して後継 フ年
26 40 1995 1995年にUターンして開始
27 36 1989 1997年にUターンして後継 10年
28 35 1992 施設キュウリ・ナス
29 33 1986 1994年にUターンして後継 2年
30 30 1991 2001年!こUターンして開始
31 25 1989 
32 20 1981 
33 20 1989 
34 17 1989 かつて施設メロン・トマト
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(3)吾産経営農家
35番農家の住まいはもともと山間の集落にあ
り、その集落内で1975年に肥育牛5頭経営から
畜産を開始した。その5年後には50頭に拡大し
たが、山間集落内では手狭となったため、 82年
に集落から少し離れた場所の山林を購入して、そ
こに開墾・入植し、肥育牛を60頭、子取り牛40
頭に拡大した。また当時は後継者が大学を出て自
家就農していたため、さらに規模拡大をめざし、
一時期は肥育牛が120頭、子取り牛が180頭にま
でなった。しかし後継者が事故死したため、それ
以降は規模縮小を余儀なくされ、現在では肥育牛
50頭、子取り牛120頭の肉用牛一貫経営として
いる。将来について経営主は、寵産を辞めてもと
もとの山間集落に戻るか、養子縁組みをして経営
を継いでもらうかの二者択一と語っている。また、
規模を縮小したとはいえ、現夜でもかなりの大規
模経営であるため、将来の大問題は糞尿の処理で
あるという。
36農家は、畜産は1963年に集落内での l頭の
乳牛館養から始め、 68年には11頭に拡大し、ま
た72年には谷を登った台地上に自己資金で新牛
舎(スタンチオン)を建てて40頭に拡大した。
さらに91年に息子が農学系短大(酪農専攻)を
卒業して自家就農したのを待って、 93年にフリ
ーストール牛舎を新築し、ミルキングパーラーも
導入し、北海道の酪農家と同様の施設を整え、現
在では経産牛110頭、育成牛50頭を擁する大規
模酪農経営となった。この経営の特徴は、 1つは
糞尿の独自処理の取り組みである。それは糞を独
自方法により発酵処理し敷料としてリサイクル
し、最後は完熟堆肥にして集落内のイチゴ農家に
販売するというものである。 2つは、将来は経産
牛・育成牛の頭数をともに現在の2倍程度に拡大
し、法人化をめざしたいとしていることである。
以上から、規模拡大の結果として、東松浦半島
の畜産農家では、肉用牛にしても乳用牛にしても
将来は糞尿処理問題が緊急の課題となりつつある
ことが窺える。
(4)その他の農家
本稿は施設型経営を検討の対象としたため、そ
れ以外の農家をひとくくりにしているが、これら
の農家が1つの類型を示しているわけでは決して
なしさらに多様な類型を内包している。 1つは
稲作のみの第I撞兼業農家 (40、42、44、45番
農家)で、農業後継者の形成の可能性は不明だが、
農家(し、え)のあとつぎはいる。これと類似の農
家として稲作のみでなくさらにミカンや野菜栽培
を行う第日程兼業農家 (41、48番農家)も存在
する。また2つには、あとつぎが他出している高
齢稲作専業農家 (43，46番農家)もいる。さら
に、この類型の高齢者の配餌者が死亡等で欠けた
場合の類型 (45、47，48、53、54、38番農家)
も少なくない。 3つには農産物販売なしの飯米農
家 (49、52、53、54、57番農家)にも注目し
なければならない。こうして、専業的農業経営が
多いA集落にも、同時にこのような兼業農家等が
少なくないことにも注意しなければならないが、
これらの農家をどのように評価したらよいのかに
ついての検討は加の機会に譲らねばならない。
6. A集落における地域農業の担い手
本章では、 A集落における農業の担い手の性別
および年齢別実態の把揮を通じて、東松浦半島
(上場台地)の農業の担い手の全体換の性格付け
に追ってみたい。ここでの検討事例はたしかにA
集落という l事例に限られるが、しかしA集落は
農家数が50戸を上田っているため、単に 1集落
という範囲を超えて東松浦半島(上場台地)の特
徴の一端を示唆してくれていると思われる。そこ
で、園 1にA集落の農家の性別・年齢期の農業就
業状況を整理した。また、それと対応させて図2
にA集落の農家の年齢別組み合わせ夫婦数を示し
た。これらの図から以下の特徴的な諸点が確認で
きる。
まず第 1は、男子の農業からのリタイヤ年齢は
75歳、すなわち昭和 1ケタ前半生まれ世代の最
年長、女性は70歳、すなわち昭和 lケタ後半生
まれ世代の最年長の年齢であるように思われる。
なお、このような傾向は一般的であり(註6)、
夫婦の年齢差を考慮すると、その少なからずの場
合が、夫婦がほぼ開時にともに農業からリタイヤ
しているものと考えられる。ただ図2を見ると、
A集落の場合は75歳以上の夫と 70~74歳の妻と
の組み合わせ事例が少ないため、そのような一般
的傾向とは若干異なっている。
第2に、たしかに、こうして年齢層を達観した
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場合は、男子では昭和1ケタ生まれ世代の前の世
代、すなわち大正生まれ世代から農業からのリタ
イヤが明確だが、しかしすでに昭和 lケタ前半生
まれ世代の中から一部農業からのリタイヤが見ら
れ、この世代からの農業リタイヤが始まっている
ことも確実と見られる。
第3に、では農業の主たる担い手は誰か。それ
は、まず、最も多いのは昭和 1ケタ後半生まれ世
代の男子とその5歳下の女性世代との夫婦ペアで
あり、 2 番目に多いのは、団塊世代の男子50~
54歳とその 5 歳下の女性45~49歳の夫婦ペアで
ある。しかし、男子では団塊世代の5歳下の45
~49歳世代、女性ではまたその 5 歳下の40~44
歳世代では、主として農業に就く者の割合が激減
している。 45~49歳の男子世代での主たる農業
男
世帯員数
75議以上
70~74 
65~69 
60~64 
55~59 
50~54 I (団塊の世代)
45~49 
40~44 
35~39 
30~34 
25~29 I (陸塊ジュニア世代)
20~24歳
20 15 10 5 
就業者(センサスでいう f農業就業者j ではなく
関2の「農業のみ、または農業がの者を指す。
以下同様)の割合がとりわけ低い要因は目下不明
である。しかしその下の男子40~44歳の農業就
業者割合は回復しているし、団塊ジュニア世代の
存在、および、団塊ジュニア世代の農業就業者の存
在は微弱ながら確認される。一方、女性の場合、
44歳以下の世代の農業就業者割合が低いのは子
離れ前の農家女性の存在が要因と考えられる。
こうして、東松浦半島では、昭和 1ケタ世代の
農業からのリタイヤの中でも、男子団塊世代が分
く寄在するだけでなく、彼らが地域農業の主た
る担い手となりつつある姿、および微弱ながらも
団塊ジュニア世代の存在と彼らの新規就農の動き
を窺うことができる。
女
世帯員数
。 5 10 15 20人
図1 A集落の農家の直系世帯員の年齢別農業就業状況 (2001年)
資料:農家~主主調王室結集より。
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75歳~
70，..，;74 
65，..，;69 
60，..，;64 
55，..，;59 
50，..，;54 
45，..，;49歳
陸2 A集落における年齢別組み合わせ夫婦数
7. A集落における青年農業者の定着
一一施設置芸(闇的)と畜産(点的)一一
上で、 A集落における農業の担い手の全体像を
見た。その特徴の 1つは、男子青年農業者の比較
的分厚い形成である。そこで、表8にA集落の農
家における40歳未満の農業専従者の一覧を示し
た。集落の総農家55戸中14戸の農家にこのよう
な青年農業者がし、るという状況は、おそらく東松
浦半島で最も農業後継者が多い事例と見られる。
その意味では、 A集落の農業後継者の実態は東松
浦半島の農業後継者の全体像を示唆していると考
えられる。
まず第 1に、経営類型を見ると、 A集落の専業
的な農業経営の3類型において多くの農業後継者
が残っていることが分かる。そして、この要閣は
これらの経営類型が専業的な農業経営を確立して
おり、後継者を受け入れる経済的受け聞を擁して
し、るからに他ならない。ただ、施設閤芸が面的に
形成されているのに対し、畜産経営は少数精鋭に
よるいわば点的存在であることを反映して、農業
後継者も施設園芸には面的に、すなわち広く地域
的に形成されているが、畜産経営には点的に、ご
く少数のみ形成されている。なお、このようなあ
り方が東松浦半島の一殻的なあり方であることは
し、うまでもない。
第2に、高校の種類を見ると、玄海町には普通
高校が誘致されていることが大きく影響して、こ
の地元の普通高校を卒業する者がほとんどである
が、ここで出目されることは、本集落からは隣接
の唐津市内の農業高校への進学はフリーであるに
もかかわらず、この農業高校への進学者が見当た
らないことである。実は、今日では専業的な農業
経営農家では、その師弟が普通高校を経て農業大
学校や短大・大学に行くケースが増えており、農
業後継者の学歴に変化が認められる(註7) が、
東松浦半島でも同様の傾向が確認されるのであ
る。
第3に、関連して、農業就業のコースとして、
高校あるいは大学校を卒業して即自家農業に就く
「新規学卒就農者Jばかりではなく、学卒後一
自家農業以外の仕事に就いてから後に自家農業に
戻ってくる iUターン新規就農者Jも少なくない
ことが分かる(註8)0A集落では前者が6名で、
後者が8名と、両者はほぼ半数ずつ存在する。概
してイチゴ経営にUターン者が多いようである。
その一要因はハウスミカン・議産経営とイチゴ経
営との施設への投資規模の違いによるものと考え
られる。
なお、表には入れていないが、その後10番農
家のあとつぎも2002年に板金業手伝いを辞めて
自家農業(ハウスミカン経営)にUター ン就農ー す
るに至った。
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表8 青年農業者(農業後継者)の概況
農家番号年齢 結婚高校 大学等 他産業就業経験 家の経営部門
23 普通 農業大学校(果樹) ハウスミカン
3 28 。普通 農業大学校(果樹) J、ウスミカン
6 38 普通 ハウスミカン
7 21 商業 ハウスミカン
13 32 普通(中退) 活魚高、釣り堀(8年) ハウスミカン
21 37 。普通 会社員(18年) ハウスミカン
23 37 普通 宅配便会社(10年) イチゴ
24 38 。中学 職業訓練校(溶接) 溶接関係 イチゴ
25 26 普通 農業大学校、アメリカ イチゴ
26 28 普通 事務機、縫製会社(2年)イチゴ
27 27 。普通 農機具会社(5年) イチゴ
29 33 。普通 建設会社(8年) イチゴ
30 23 普通 建設資材会社(4年) イチゴ
36 30 。普通 農学系短期大学(諮農) 乳用牛
8.今後の課題一一経雷管理と糞尿対策一一
本稿では施設園芸と畜産の前進的動向とその結
果としての青年農業者の定義状況を前向きに評価
した。まずはこの点の確認が重要で、ある。しかし、
同時にそこに新たな問題点が形成されてきている
点を見落としてしまうと事実の半間しか見なかっ
たことになる。その問題点とは農業経営の規模拡
大過程に伴う負債問題であり、それは特に経済不
況の下で経営問題化しつつある。したがって、そ
れへの対応策として、農業経営管理問題の重要性
が増してきている。そして、この農業経営管理問
題は、東松浦半島のように青年農業者の多い地域
においては、青年農業者と農業後継者に課される
新たな問題として受け止めていくことも重要であ
る。この点は畜産経営においても同様だが、畜産
経営ではさらに糞尿処理z 環境対策が深刻化して
きている。これらの諸問題への取り組みの研究が
次に求められることになる。
註
1 )小林恒夫『海浜台地学序説J(f海と台地J別問第 l
号)海浜台地生物生産研究センター、 2002年、を参
fI召。
2)同上。
3) 同上。
4) 1番農家からの聞き取り、および『玄海町史(下巻)~ 
佐賀県玄海1日教育委員会、 2000年、 pp.445-446。
5)佐賀県内ではすでに多良町農協、松浦東部撲協にお
いて光センサー付きミカン選別施設が導入されてい
る。
6) 2000年農業センサスを分析した生源寺良一編 1'21t 
紀日本!盟業の基礎構造J農林統計協会、 2002年、橋
詰登・千葉修編著『日本農業の構造変化と炭開方向』
良文協、 2003年などを参照。
ア)小林恒夫 ruターン新規就農青年の新動向と青年炭業
若手育成確保上の課題J r海と台地~ Vol.8、1998年、
pp.17 -290 
8)向上。
